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を認めたので，昭52. 12. 7 iζ開腹した．右卵巣は
クルミ大，左卵巣は新生児頭大の嚢腫で後腹膜と癒着
し， ζの部で lx 1 cmの破裂あり，黄色液の流出及
び毛髪を認めたので，両側卵巣褒鹿摘出術を行った．
左卵巣褒腫は扇平上皮癌で右は悪性変化を認めなかっ
た 術後7カ月の現在，再発の徴候は認めていない．
12. 10年間に経験した7{?ljの尿管異所関口症
例の検討
岐大泌尿器科
O前田真一，村中幸二
長谷川義和，坂義人
3才の女子で尿失2乞発熱を主訴として来院し，現
病歴IC:て生来尿がたえずもれる状態で下着は常にぬ
れ，生後2週頃より尿路感染症を繰り返している尿管
性尿失祭の患者を我ケは最近経験した．種々の検査の
結果，両側重複腎孟尿管，左尿管の尿道異所関口と診
断し勝脱尿管新吻合術を行った．術後なお尿失？去が札
いているが，とれは外尿道括約筋機能不全によるもの
岐阜外科集談会 435 
である ζとが確認された．
との1例を中心として報告するとともに，過去10年
間教室で経験した7例を交えて，若干の文献的考察を
行った．
13.遅延型皮膚過敏反応等を用いた癌免疫療
法の評価（第E報）
岐大2外科
種村広己，松村幸次郎，操厚
梅本敬夫，宮喜一，高田光昭
今村健，山本真史，中条武
坂井昇，佐治董豊，大橋広文
山田弘，国技篤郎
今回我々は脳腫蕩例，脳以外の癌症例，非腫蕩例の
3群について，多種類抗i源（PHA,PPD, SK-SD, 
Mumps, Candida）を用いた皮内反応を行うととによ
り細胞性免疫能の術前，術後の変動を観察し比較検討
を行った．その結果，非治癒切除lζ終った癌症例や，
悪性度の高い脳腫蕩例で術後皮内反応陽性率が低下す
る傾向を認めたが，治癒切除のできた癌症例や，脳腫
蕩例（悪性度の高いものを除く〉では術後皮内反応陽
性率が上昇する傾向を認めた．
一方，非特異的免疫抑制因子として知られる azグ
ロプリン値， CEA,a-FPの術前値を各疾患群につい
て比較した．特ICaー クロプリン値は stageIVの癌患
者で有意に高値を示し，皮内反応陽性率の低下ととも
に azグロプリン値は高値を示す傾向にあった.CEA 
は大腸癌，胃癌，末期の乳癌で高値を示すものがあっ
たが， aFPは末期乳癌の 1例のみが高値を示したに
すぎない．
